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(57)【要約】
【課題】小型キーパッドにおけるアルファベット入力装
置及びアルファベット認識システムを提供する。
【解決手段】アルファベット入力装置は、少なくとも一
つ以上のボタンを組み合わせてアルファベット文字を構
成するようにアルファベットの画を分離して形象化した
文字が割り当てられたボタンを含む第１キーパッド部と
、‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアルファ
ベット文字が割り当てられたボタン中の一つ以上を含む
第２キーパッド部と、を含む。アルファベット認識シス
テムは、第１キーパッドまたは第２キーパッド部によっ
て入力される一つ以上のボタンに割り当てられた文字の
形象を組み合わせてアルファベット文字を認識したり、
第２キーパッド部によって入力されるボタンに割り当て
られたアルファベット文字を認識したり出力したりする
制御部を含む。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　小型キーパッドでのアルファベット入力装置において、
　少なくとも一つ以上のボタンを組み合わせてアルファベット文字を構成するようにアル
ファベットの画を分離して形象化した文字が割り当てられたボタンを含む第１キーパッド
部と、
　‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアルファベット文字が割り当てられたボタ
ン中の一つ以上のボタンを含む第２キーパッド部と、を含む、アルファベット入力装置。
【請求項２】
　前記第１キーパッド部が、‘─’、‘｜’、‘．’、‘（’、‘）’、‘Ｕ’、‘Ｖ’
ボタンを含む、請求項１に記載のアルファベット入力装置。
【請求項３】
　前記第２キーパッド部が、‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’ボタンを含む、請求項２に記載のア
ルファベット入力装置。
【請求項４】
　前記第２キーパッド部が、‘Ｔ’ボタンをさらに含むことを特徴とする、請求項３に記
載のアルファベット入力装置。
【請求項５】
　前記アルファベット入力装置が、大文字と小文字を相互に変換する変換ボタン部をさら
に含むことを特徴とする、請求項１に記載のアルファベット入力装置。
【請求項６】
　小型キーパッドでのアルファベット認識システムにおいて、
　少なくとも一つ以上のボタンを組み合わせてアルファベット文字を構成するようにアル
ファベットの画を分離して形象化した文字が割り当てられたボタンを含む第１キーパッド
部と、
　‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアルファベット文字が割り当てられたボタ
ン中の一つ以上を含む第２キーパッド部と、
　前記第１キーパッドまたは前記第２キーパッド部によって入力される一つ以上のボタン
に割り当てられた文字の形象を組み合わせてアルファベット文字を認識したり、前記第２
キーパッド部によって入力されるボタンに割り当てられたアルファベット文字を認識した
りする制御部と、を含む、アルファベット認識システム。
【請求項７】
　前記第１キーパッド部が、‘─’、‘｜’、‘．’、‘（’、‘）’、‘Ｕ’、‘Ｖ’
ボタンを含む、請求項６に記載のアルファベット認識システム。
【請求項８】
　前記第２キーパッド部が、‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’ボタンを含む、請求項７に記載のア
ルファベット認識システム。
【請求項９】
　前記制御部が、
　前記‘｜’、‘）’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｂ’と認識して、
　前記‘（’ボタンが入力された場合、‘Ｃ’と認識して、
　前記‘｜’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｄ’と認識して、
　前記‘─’、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｆ’と認識して、
　前記‘（’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｇ’と認識して、
　前記‘｜’、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｈ’と認識して、
　前記‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｉ’と認識して、
　前記‘Ｕ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｊ’と認識して、
　前記‘｜’、‘（’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｋ’と認識して、
　前記‘｜’、‘─’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｌ’と認識して、
　前記‘｜’、‘｜’、‘Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｍ’と認識して、
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　前記‘｜’、‘Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｎ’と認識して、
　前記‘｜’、‘｜’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｐ’と認識して、
　前記‘Ｏ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｑ’と認識して、
　前記‘｜’、‘）’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｒ’と認識して、
　前記‘（’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｓ’と認識して、
　前記‘─’、‘｜’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｔ’と認識して、
　前記‘Ｖ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｙ’と認識して、
　前記‘─’、‘．’、‘─’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｚ’と認識することを
特徴とする、請求項８に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１０】
　前記制御部が、前記‘Ｖ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場合、‘
Ｗ’と認識することを特徴とする、請求項９に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１１】
　前記制御部が、前記‘Ｕ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場合、‘
Ｘ’と認識することを特徴とする、請求項１０に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１２】
　前記制御部が、
　前記‘Ａ’ボタンが入力された場合、‘Ａ’と認識して、
　前記‘Ｅ’ボタンが入力された場合、‘Ｅ’と認識して、
　前記‘Ｏ’ボタンが入力された後、‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、
‘Ｏ’と認識して、
　前記‘Ｕ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合、又は‘Ｕ’ボタンが
入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、‘Ｕ’と認識して、
　前記‘Ｖ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合、又は、‘Ｖ’ボタン
が入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、‘Ｖ’と認識すること
を特徴とする、請求項１１に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１３】
　前記第２キーパッド部が、‘Ｔ’ボタンをさらに含むことを特徴とする、請求項８に記
載のアルファベット認識システム。
【請求項１４】
　前記制御部が、前記‘Ｔ’ボタンが入力された場合、‘Ｔ’と認識することを特徴とす
る、請求項１３に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１５】
　前記制御部が、認識されたアルファベット文字を出力装置に出力するように制御するこ
とを特徴とする、請求項６に記載のアルファベット認識システム。
【請求項１６】
前記アルファベット認識システムが、大文字と小文字を相互に変換する変換ボタン部をさ
らに含むことを特徴とする、請求項６に記載のアルファベット認識システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小型キーパッドでのアルファベット入力装置及びアルファベット認識システ
ムに関するもので、より具体的には、少なくとも一つ以上のボタンを組み合わせてアルフ
ァベット文字を構成して認識する小型キーパッドにおけるアルファベット入力装置及びア
ルファベット認識システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在、大部分の小型キーパッドで使用する英文アルファベット入力装置は、トグル（ｔ
ｏｇｇｌｅ）方式を使用している。図１は、トグル方式を使用する既存英文キーパッドの
配列構造を示した図である。図１に図示したように、基本的に４×３のボタン構造からな
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り、一つのボタン内に２～４個のアルファベットが配置されている。
【０００３】
　トグル方式は、一つのボタン内に二～三種類の英文アルファベットのグループを作って
おくので、アルファベットのすべてを容易に知ることができる長所がある。しかし、実際
にこのような種類のキーパッドを使用して英文アルファベットを入力する場合に、キーの
位置とトグルになる順序を把握しなければならず、入力時には、何回もキーボタンを押さ
なければならないので、効率性の面では良くない結果を示す。さらに、同じボタン内の英
文アルファベットを順列的に入力する場合に、システムが設定した待機時間だけ待った後
に入力したり、使用者が任意に移動ボタンを押した後に入力したりしなければならないの
で、付加的な入力の手間が加えられるという問題点がある。
【０００４】
　前記のようなトグル方式の問題点を解決するために、小型キーパッドによるアルファベ
ット入力のための組み合わせ方式の技術が提案されたことがある。移動通信端末機のアル
ファベット入力装置（特許文献１）、ハングルと英語の字素解体と再組み合わせによる文
字認識モジュールを内蔵した文字入力装置（特許文献２）、及び携帯端末機の英文字入力
キーパッド（特許文献３）などの特許及び実用新案がその例の一部である。図２は、組み
合わせ方式の既存のアルファベット入力装置の構成を示した図である。図２に図示したよ
うに、組み合わせ方式の既存のアルファベット入力装置は、全て文字キーの組み合わせで
アルファベットを生成するという点でトグル方式の問題点を克服しようと試みているが、
組み合わせ文字の入力順列解釈時に発生する模倣性の問題を解決できないでいる。
【０００５】
　例えば、特許文献１（移動通信端末機のアルファベット入力装置）で、Ｆの組み合わせ
は、‘｜’と‘─’、Ｉは‘｜’、Ｔは‘─’と‘｜’で成り立つが、使用者がＩＴを入
力するために‘｜’、‘─’、‘｜’の組み合わせ文字順列を入力した場合、ＩＴと解釈
することもできるがＦＩとも解釈し得る解釈の模倣性が発生する。
【０００６】
　特許文献３（携帯端末機の英文字入力キーパッド）の登録実用新案の場合にも同じ問題
が存在する。すなわち、Ｖの組み合わせは、‘Ｖ’、Ｉは‘｜’、Ｙは‘Ｖ’と‘｜’の
組み合わせだから、使用者がＹを入力するために‘Ｖ’と‘｜’を入力する場合に、ＶＩ
とも解釈され得る。特許文献２（ハングルと英語の字素解体と再組み合わせによる文字認
識モジュールを内蔵した文字入力装置）の場合にも、同じ問題点が存在する。
【０００７】
　各文字の組み合わせは、直観的であり得るが、単語や文章単位で文字組み合わせを順列
形態で入力した時、システムが、使用者が願うアルファベットと解釈することが不可能で
ある。このような模倣性の問題を解決するためには、トグルを使用する既存英文キーパッ
ドの場合と同様に、区分の役割をする自動的な時間遅延が必要だったり、移動ボタンを押
したりしなければならない。したがって、象形的文字組み合わせを使用するのにもかかわ
らず、使用者が学習するのに困難を強いることになり得、追加的な入力の手間発生を避け
ることができないという問題点がある。
【０００８】
　一方、アルファベットごとに実際に使用される頻度に差があるので、これを使用して頻
度が高いアルファベットをより少ないクリックで出力することができるようにする必要が
ある。
【０００９】
【特許文献１】韓国特許登録番号第１０－０６６１４５７号
【特許文献２】韓国特許登録番号第１０－０３７１３８１号
【特許文献３】韓国実用新案登録番号第２０－０４１９３０１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　本発明は、既存に提案された方法の前記のような問題点を解決するために提案されたも
ので、少なくとも一つ以上を組み合わせてアルファベット文字を構成するようにアルファ
ベットの画を分離して形象化したボタン及び使用頻度数が高いアルファベット文字に対す
るボタンを含むキーパッドを使用して、入力打数と入力時間を大幅に減少させる小型キー
パッドでのアルファベット入力装置、及びアルファベット認識システムを提供することを
その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するための本発明による象形的組み合わせ及び使用頻度数をともに使用
した小型キーパッドでのアルファベット入力装置は、少なくとも一つ以上のボタンを組み
合わせてアルファベット文字を構成するように、アルファベットの画を分離して形象化し
た文字が割り当てられたボタンを含む第１キーパッド部と、及び‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’
、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアルファベット文字が割り当てられたボタン中の一つ以上のボタンを
含む第２キーパッド部と、を含む。
【００１２】
　ここで、前記第１キーパッド部は、‘─’、‘｜’、‘．’、‘（’、‘）’、‘Ｕ’
、‘Ｖ’ボタンを含んでいてよい。
【００１３】
　また、本発明の一態様において、前記第２キーパッド部は、‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’ボ
タンを含む。
【００１４】
また、本発明の一態様において、前記第２キーパッド部は、‘Ｔ’ボタンをさらに含むこ
とができる。
【００１５】
　そして、前記アルファベット入力装置は、大文字と小文字を相互の変換する変換ボタン
部をさらに含むことができる。
【００１６】
　また、前記目的を達成するための本発明による象形的組み合わせ、及び使用頻度数をと
もに使用した小型キーパッドでのアルファベット認識システムは、少なくとも一つ以上の
ボタンを組み合わせてアルファベット文字を構成するように、アルファベットの画を分離
して形象化した文字が割り当てられたボタンを含む第１キーパッド部と、‘Ａ’、‘Ｅ’
、‘Ｏ’、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアルファベット文字が割り当てられたボタン中の一つ以上を
含む第２キーパッド部と、前記第１キーパッドまたは前記第２キーパッド部によって入力
される一つ以上のボタンに割り当てられた文字の形象を組み合わせてアルファベット文字
を認識したり、第２キーパッド部によって入力されるボタンに割り当てられたアルファベ
ット文字を認識したりする制御部と、を含む。
【００１７】
　ここで、第１キーパッド部は、‘─’、‘｜’、‘．’、‘（’、‘）’、‘Ｕ’、‘
Ｖ’ボタンを含んでいてよい。
【００１８】
　また、本発明の他の１つの態様において、第２キーパッド部は、‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ
’ボタンを含む。
【００１９】
　そして、前記制御部は、前記‘｜’、‘）’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、
‘Ｂ’と認識して、前記‘（’ボタンが入力された場合、‘Ｃ’と認識して、前記‘｜’
、‘）’ボタンが順次に入力された場合’Ｄ’と認識してよい。
【００２０】
　また、前記制御部は、前記‘─’、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘
Ｆ’と認識して、前記‘（’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｇ’と認識して
、前記‘｜’、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｈ’と認識してよい。
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【００２１】
　また、前記制御部は、前記‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｉ’と認
識して、前記‘Ｕ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｊ’と認識して、前記‘
｜’、‘（’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｋ’と認識してよい。
【００２２】
　また、前記制御部は、前記‘｜’、‘─’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｌ’と認
識して、前記‘｜’、‘｜’、‘Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｍ’と認識して
、前記‘｜’、‘Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｎ’と認識してよい。
【００２３】
　また、前記制御部は、前記‘｜’、‘｜’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘
Ｐ’と認識して、前記‘Ｏ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｑ’と認識して
、前記‘｜’、‘）’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｒ’と認識してよい。
【００２４】
　また、前記制御部は、前記‘（’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｓ’と認
識して、前記‘─’、‘｜’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｔ’と認識して、前記‘
Ｖ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｙ’と認識して、前記‘─’、‘．’、
‘─’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｚ’と認識してよい。
【００２５】
　また、前記制御部は、前記‘Ｖ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場
合、‘Ｗ’と認識してよい。
【００２６】
　また、前記制御部は、前記‘Ｕ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場
合、‘Ｘ’と認識してよい。
【００２７】
　また、前記制御部は、前記‘Ａ’ボタンが入力された場合、‘Ａ’を出力装置に出力し
て、前記‘Ｅ’ボタンが入力された場合、‘Ｅ’と認識してよい。
【００２８】
　また、前記制御部は、前記‘Ｏ’ボタンが入力された後、‘．’ボタンを除く他のボタ
ンが入力された場合、‘Ｏ’と認識してよい。
【００２９】
　また、前記制御部は、前記‘Ｕ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合
、又は、‘Ｕ’ボタンが入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、
‘Ｕ’と認識して、前記‘Ｖ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合、又
は、‘Ｖ’ボタンが入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、‘Ｖ
’と認識してよい。
【００３０】
　ここで、前記第２キーパッド部は、‘Ｔ’ボタンをさらに含むことができ、前記制御部
は前記‘Ｔ’ボタンが入力された場合、‘Ｔ’と認識してよい。
【００３１】
　また、前記アルファベット認識システムは、大文字と小文字を相互に変換する変換ボタ
ン部をさらに含むことができる。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明で提案している象形的組み合わせ及び使用頻度数をともに使用した小型キーパッ
ドでのアルファベット入力装置及びアルファベット認識システムによると、小型キーパッ
ドに表示された多数の文字の象形的組み合わせを使用して入力打数と入力時間を大幅に減
少させることができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下では添付図面を参照して、本発明による実施例に対して詳細に説明する。
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【００３４】
　図３及び図４は、本発明の一実施例による象形的組み合わせ及び使用頻度数をともに使
用するアルファベット入力装置及びアルファベット認識システムでの、キーパッド構成を
図示した図である。図３及び図４に図示したように、本発明の一実施例による象形的組み
合わせ及び使用頻度数をともに使用するアルファベット入力装置は、少なくとも一つ以上
のボタンを組み合わせてアルファベット文字を構成するように、アルファベットの画を分
離して形象化したボタンを含む第１キーパッド部、及び使用頻度数が高いアルファベット
文字に対するボタンを含む第２キーパッド部を含む。
【００３５】
　前記第２キーパッド部は、一例として‘Ａ’、‘Ｅ’、‘Ｏ’、‘Ｔ’、‘Ｉ’のアル
ファベット文字が割り当てられたボタン中の一つ以上のボタンを含む。
【００３６】
　また、本発明の一実施例によるアルファベット入力システムは、上述の第１キーパッド
部及び第２キーパッド部を含み、そこに第１キーパッド部または第２キーパッド部によっ
て入力される一つ以上のボタンに割り当てられた文字の形象を組み合わせてアルファベッ
ト文字を認識したり、第２キーパッド部によって入力されるボタンに割り当てられたアル
ファベット文字を認識したりする制御部をさらに含む。
【００３７】
　また、制御部は、認識したアルファベット文字を出力装置を通じて出力するように制御
することができる。
【００３８】
　図３では、第１キーパッド部として、‘─’、‘｜’、‘．’、‘（’、‘）’、‘Ｕ
’、‘Ｖ’の７個のボタンが使用されていて、第２キーパッド部として、‘Ａ’、‘Ｅ’
、‘Ｏ’の３個のボタンが使用されている。‘Ｏ’ボタンの場合、使用頻度数が高いアル
ファベット文字に対するボタンという点で、第２キーパッド部に属するとみることもでき
、‘Ｏ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｑ’が出力されるという点から、第
１キーパッド部に属するとみることもできる。
【００３９】
　図３及び図４に図示しなかったが、本発明の一実施例による象形的組み合わせ及び使用
頻度数をともに使用するアルファベット入力装置及びアルファベット認識システムは、大
文字と小文字を相互に変換する変換ボタン部をさらに含むこともできる。
【００４０】
　象形的組み合わせ方式は、それぞれの組み合わせ文字を結合させて一つのアルファベッ
トを完成するので、トグル方式のように多数のアルファベット文字がグループを形成する
形態のボタン配列を要せず、自動的な待機時間や移動ボタンも必要としない。
【００４１】
　図３に図示された一実施例では、既存のキーパッドに適用させるため、キーパッドを構
成するキーボタン数は、１０個に制限して定義した。各組み合わせ文字のキーボタン配置
は、アルファベットの頻度数と組み合わせツリーの構造を考慮して、一つのボタンに一つ
の文字を割り当てることによって、直観的なインターフェースを有するようにした。
【００４２】
　しかし、本発明の実施例におけるキーパッドは、図３に図示した形態に制限されるので
はなく、多様な配置形態を有することができる。例えば、図４に図示したように、空白状
態で表示された２個のキー位置の中で一つに、使用頻度が高い文字、例えば、Ｔのような
文字を追加で配置することもできる。
【００４３】
　図５は、英語文章で使用される各アルファベットの頻度数に対する統計資料を示した図
である。図５に図示したように、Ｅ、Ｔ、Ａ、Ｏ、Ｉが一番高い頻度数を示す。象形的組
み合わせ方式は、多数の文字組み合わせで一つのアルファベットを完成させる方式である
が、頻度数が高いアルファベットの場合には、一回のボタンクリックだけでも入力が可能
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になるように設計することが理想的である。しかし、キーパッドを構成するボタン数の制
約があるので一定部分の相反関係は不可避である。
【００４４】
　図３及び図４に図示したように、本発明の一実施例では、一番高い頻度数を示すＥ、Ｔ
、Ａ、Ｏ、Ｉの中で、Ｅ、Ａ、Ｏは一つの組み合わせキーだけで入力を可能にして、Ｔと
Ｉは二つの文字の組み合わせで入力を可能にした。
【００４５】
　また、第１キーパッド部と第２キーパッド部のボタン組み合わせを通じて、前記で言及
しなかった他のアルファベット文字の具現が可能になるように設計した。
【００４６】
　例えば、Ｔを入力するためには、‘─’と’｜’を組み合わせなければならないが、‘
─’はＬやＦを入力するためにも使用することができる。
【００４７】
　もちろん、図４に図示したように、Ｔを追加でキーに配置する場合には、一つの組み合
わせキーだけでＴを入力することもできる。
【００４８】
　図６は、図３に図示されたキーパッドを使用する場合の各アルファベットの組み合わせ
ツリー構造を示した図である。
【００４９】
　図６に図示したように、制御部は、‘｜’、‘）’、‘）’ボタンが順次に入力された
場合、‘Ｂ’と認識して、‘（’ボタンが入力された場合、‘Ｃ’と認識して、前記‘｜
’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｄ’と認識する。
【００５０】
　また、制御部は、‘─’、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｆ’と認
識して、‘（’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｇ’と認識して、‘｜’、‘
｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｈ’と認識する。
【００５１】
　また、制御部は、‘｜’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｉ’と認識して、
‘Ｕ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｊ’と認識して、‘｜’、‘（’ボタ
ンが順次に入力された場合、‘Ｋ’と認識する。
【００５２】
　また、制御部は、‘｜’、‘─’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｌ’と認識して、
‘｜’、‘｜’、‘Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｍ’と認識して、‘｜’、‘
Ｖ’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｎ’と認識する。
【００５３】
　また、制御部は、‘｜’、‘｜’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｐ’と認
識して、‘Ｏ’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｑ’と認識して、‘｜’、‘
）’、‘．’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｒ’と認識する。
【００５４】
　また、制御部は、‘（’、‘）’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｓ’と認識して、
‘─’、‘｜’ボタンが順次に入力された場合、‘Ｔ’と認識して、‘Ｖ’、‘．’ボタ
ンが順次に入力された場合、‘Ｙ’と認識して、‘─’、‘．’、‘─’ボタンが順次に
入力された場合、‘Ｚ’と認識する。
【００５５】
　また、制御部は、‘Ｖ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場合、‘Ｗ
’と認識する。
【００５６】
　また、制御部は、‘Ｕ’ボタンが設定された時間以内に連続二度入力された場合、‘Ｘ
’と認識する。
【００５７】
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　また、制御部は、‘Ａ’ボタンが入力された場合、‘Ａ’を出力装置に出力して、‘Ｅ
’ボタンが入力された場合、‘Ｅ’と認識する。
【００５８】
　また、制御部は、‘Ｏ’ボタンが入力された後、‘．’ボタンを除く他のボタンが入力
された場合、‘Ｏ’と認識する。
【００５９】
　また、制御部は、‘Ｕ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合、又は、
‘Ｕ’ボタンが入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、‘Ｕ’と
認識して、前記‘Ｖ’ボタンが設定された時間内に一度だけ入力された場合、又は、‘Ｖ
’ボタンが入力された後‘．’ボタンを除く他のボタンが入力された場合、‘Ｖ’と認識
する。
【００６０】
　もし、図４に図示したように、Ｔがキーパッドのいずれか一つのキーボタンに割り当て
られた場合、制御部は、‘Ｔ’ボタンが入力された場合に‘Ｔ’と認識する。すなわち、
この場合に使用者は、‘Ｔ’を入力するために前記‘─’、‘｜’ボタンを順次に押す必
要がない。
【００６１】
　制御部は、上述のように使用者によって入力されたボタンを組み合わせてアルファベッ
ト文字を認識するだけでなく、認識されたアルファベット文字を、出力装置を通じて使用
者に出力することもできる。
【００６２】
　本発明で提案している象形的組み合わせ方式で定義したアルファベット文字の組み合わ
せツリー構造は、既存システムの問題を根本的に解決している。但し、ＷとＸの場合はそ
れぞれＶとＵボタンの二重クリックを使用して組み合わせられ、この場合、あらかじめ設
定された時間、例えば、０．２秒以内に入力した場合のみ、組み合わせ文字が完成し、時
間内に入力することができない場合、個別の文字で入力される。
【００６３】
　本発明で提案している組み合わせ方式の入力方法は、削除の場合にも有用である。すな
わち、使用者が入力中の文字を削除する場合に、入力文字をすぐ削除しないで、組み合わ
せ文字の以前の組み合わせ状態に移動して、他の組み合わせでの結合が可能である。例え
ば、Ｂを削除すればＤに変換され、ここで、‘．’文字を入力したる場合、Ｒに変換され
る。
【００６４】
　トグル入力方式において、トグルになる数と同一ボタン内の文字を順列的に入力する時
に追加的に発生する費用が機会費用であるとすると、本発明で提案する組み合わせ入力方
式においては、各英文アルファベットの組み合わせが機会費用である。このような機会費
用を比較して見る時、既存のトグル入力方式と比べて、本発明が提案する入力方式は、よ
り少数の入力打数と時間が必要となる。例えば、‘ＤＥＦＥＮＣＥ’という単語を入力し
ようとすると、トグル方式では移動ボタンを含み１８回の入力が必要であるが、本願が提
案する組み合わせ方式では、１１回の入力で入力が可能である。
【００６５】
　以上、説明した本発明によるアルファベット入力装置及びアルファベット認識システム
は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者によって多様な変形や応用が可能で
あり、本発明による技術的思想の範囲は、特許請求の範囲によって決定されなければなら
ないだろう。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】トグル方式を使用した既存の英文キーパッドの配列構造を示した図である。
【図２】組み合わせ方式の既存のアルファベット入力装置の構成を示した図である。
【図３】本発明の一実施例による象形的組み合わせ及び使用頻度数をともに使用する新し



(10) JP 2010-20747 A 2010.1.28

いアルファベット入力装置のキーパッド構成を示した図である。
【図４】本発明の一実施例による象形的組み合わせ及び使用頻度数をともに使用する新し
いアルファベット入力装置のキーパッド構成を示した図である。
【図５】英文で使用される各アルファベットの頻度数に対する統計資料を示した図である
。
【図６】図３に図示したような、本発明の一実施例による象形的組み合わせ及び使用頻度
数をともに使用するアルファベット入力装置で、アルファベットそれぞれの組み合わせツ
リー構造を示した図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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